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三側面
（分野に☑）

ストレスチェックの実施や月１回の面談を通して、従業員の
就業満足度を向上させることができた。

「仕事に満足だ」と回答した従業
員の割合 2024年75％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２４年 当財団の実施する法
定・法定外研修　面談者数6万人

働きやすさの追求
「仕事に満足だ」と回答した従業
員の割合：2021年72％
→2024年80％経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

社内会議のzoom利用を普及さ
せる（紙媒体配布削減）

ICTを活用したオンライン会議の導入により、ペーパレス
化が進んだのはもちろん、会議に係る諸経費（交通費等）
を削減し、ＣＯ２排出の削減へ貢献した。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2021年度修了者数6万人
→２０２４年8万人（約33％増）

前期の指標に対する実績

医療・福祉関係の有資格者の養成をし、働きがいをもって
社会に貢献できる人を増やす。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

取引先となる自治体が増加し、結果として保健・医療・福祉
に係る業界人の輩出へ大きく寄与することができた。

研修事業を通して、行政、研修受講者、研修講師との連携を重視し、保育・医療・福祉等の関係従事者の養
成を行うことにより、国民の健康と福祉の推進に寄与することを目的に取り組んで参ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

社内会議のzoom利用を普及さ
せる（紙媒体配布削減）
→社内は100％利用が普及

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

ITを活用し、ペーパレス化を推進

社会

経済

環境

働きやすさの追求
「仕事に満足だ」と回答した従業
員の割合2024年75％
→2027年80％

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

ITを活用しペーパーレス化を推進
印刷機のカウンター料金10％
削減（2023年度140万円）

社会

経済

環境
医療・福祉関係の有資格者の養成をし、働きがいをもって
社会に貢献できる人の増加。

2024年度当財団の実施する法
定・法定外研修　修了者数6万人
→2027年８万人（約60％増）

事業者名 一般財団法人 保健福祉振興財団

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

一般財団法人保健福祉振興財団は、「学びたいから未来をつくる」の企業理念のもと、保健医療、福祉、環
境等に関する調査、研究及び普及啓発並びに各種関係従事者の養成を行っています。国民の健康と福祉
の推進に寄与することで持続可能な社会の実現を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


